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十
二
年
八
月
十
四
日
夜
、
鈴
木
副
官
（
現
岡
村
さ
ん
）
よ

り
ダ
モ
イ
命
令
が
知
ら
さ
れ
る
。
日
本
に
着
く
ま
で
あ
て

に
な
ら
な
い
？

冬
枯
れ
の
始
ま
っ
た
三
〇
一
を
後
に
ダ

ン
プ
カ
ー
に
乗
せ
ら
れ
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
コ
ム
ソ
モ
リ
ス

ク
を
通
り
、
果
て
し
な
い
草
原
、
木
も
見
え
な
い
広
野
に

出
る
。
所
々
に
牛
の
群
れ
、
干
草
を
作
る
農
夫
が
見
え

た
。ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
を
通
り
ナ
ホ
ト
カ
港
に
向
か
っ
て
旅
を

す
る
、
着
く
ま
で
期
待
で
き
な
い
旅
で
あ
る
。
無
事
港
に

着
い
た
。
九
月
に
入
る
と
だ
い
ぶ
寒
く
な
っ
て
き
た
。
十

日
く
ら
い
し
て
信
濃
丸
が
迎
え
に
来
て
乗
船
し
、
初
め
て

日
本
に
帰
れ
る
実
感
が
し
て
ナ
ホ
ト
カ
港
に
別
れ
を
告
げ

舞
鶴
に
向
か
っ
て
出
航
、
九
月
十
一
日
舞
鶴
上
陸
。
佐
渡

お
け
さ
に
迎
え
ら
れ
て
。

九
月
十
八
日
晴
れ
の
日
、
母
兄
姉
の
待
つ
我
が
家
に
。

そ
の
日
は
村
の
お
宮
の
秋
祭
り
で
あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

新
潟
県

佐

藤

武

雄

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
徴
集
、
同
年
一
月
二
十
日

新
発
田
十
六
連
隊
に
入
隊
。
一
週
間
後
列
車
と
船
で
北
朝

鮮
会
寧
部
隊
に
到
着
す
る
。

会
寧
に
て
教
育
を
受
け
る
。
中
隊
長
は
原
島
大
尉
だ
と

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

七
月
頃
旧
ロ
シ
ア
と
の
交
戦
あ
り
。
重
機
を
持
っ
て
農

家
に
泊
ま
る
。
翌
日
命
令
に
よ
り
中
隊
に
帰
れ
と
言
わ
れ

中
隊
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
中
隊
は
司
令
部
の
入
る
穴
を

掘
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
と
な
っ
た
。

自
動
車
と
列
車
を
乗
り
継
い
で
一
週
間
く
ら
い
か
か
り

三
〇
一
収
容
所
に
到
着
し
た
。
冬
の
た
め
作
業
は
だ
い
た

い
薪
集
め
や
各
部
屋
の
修
理
で
終
わ
る
。
ま
た
建
築
、
鉄

橋
等
の
セ
メ
ン
ト
の
型
枠
作
り
や
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
作
り

レ
ー
ル
の
高
低
の
修
正
な
ど
を
し
て
い
た
。
コ
ム
ソ
モ
リ
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ス
ク
に
来
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
三
〇
一
収
容
所
で
約
三

年
お
り
ま
し
た
。
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
で
の
作
業
は
レ
ン
ガ

造
り
の
三
階
建
て
と
、
そ
の
内
装
仕
上
げ
に
あ
た
る
。
こ

こ
で
約
七
カ
月
過
ご
し
、
そ
の
後
約
一
カ
月
く
ら
い
講
習

に
行
き
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
一
日
興
安
丸
に
て
舞

鶴
に
入
港
、
三
日
後
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日
無

事
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
思
い
出

新
潟
県

小

菅

稲

秋

あ
れ
は
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ
て
行
か
れ
た
翌
年
（
昭
和
二

十
一
（
一
九
四
六
）
年
）
の
三
月
初
め
の
頃
と
思
う
。

我
々
の
屋
根
の
な
い
宿
舎
に
合
掌
が
組
ま
れ
、
宿
舎
の

脇
か
ら
掘
り
上
げ
た
土
が
、
天
井
裏
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
。ス

テ
イ
リ
ー
カ
チ
ゴ
リ
ー
（
身
体
検
査
の
三
級
者
）
の

営
内
軽
作
業
は
「
高
橋
小
隊
、
今
日
は
宿
舎
の
木
羽
打
ち

だ
」
と
、
朝
の
整
列
後
に
説
明
が
あ
っ
た
。

カ
ン
ボ
ー
イ
（
銃
を
持
っ
た
ソ
連
の
兵
隊
）
が
い
な
い

か
ら
「
ダ
バ
イ
、
ダ
バ
イ
」
と
言
わ
れ
な
い
「
今
日
は
助

か
っ
た
」
と
内
心
思
っ
た
。
機
材
庫
へ
金
槌
と
釘
を
取
り

に
行
く
者
、
穴
の
と
こ
ろ
に
薪
を
集
め
て
燃
や
す
者
な
ど

手
分
け
し
て
動
き
始
め
た
。
三
十
四
、
五
人
の
小
隊
だ
っ

た
と
思
う
。
金
網
ら
し
き
物
は
五
個
ほ
ど
あ
っ
た
が
釘
が

な
い
。
木
羽
も
な
い
。
仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
皆
で
暖

ま
っ
て
い
た
。
小
隊
長
が
木
羽
板
を
持
っ
て
き
た
が
、
釘

が
無
い
の
で
仕
事
が
で
き
な
い
。
マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
ほ
ど

の
寒
さ
だ
。
午
後
三
時
を
過
ぎ
た
頃
、
薄
暗
く
な
っ
た
が

黒
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー

＝

ロ
シ
ア
の
収
容
所
所
長
が
来
た

の
が
判
っ
た
の
で
急
ぎ
火
を
消
し
た
。「
オ
ン
チ
ェ
ル

ポ
チ
カ
・
ニ
ー
ラ
ボ
ー
ト

（
小
隊
長

な
ぜ
、
働
か

な
い
の
か

）」

黒
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー

は
カ
ン
カ
ン
に

な
っ
て
小
隊
長
を
叱
っ
て
い
る
。
小
隊
長
は
釘
が
無
い
の

と
、
寒
い
と
言
い
訳
し
て
い
る
よ
う
だ
。「
ザ
ク
リ
・

チ
ョ
ネ

（
営
倉
入
り
だ

）」

黒
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー

は

小
隊
長
に
営
倉
入
り
を
命
じ
た
。
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